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『日本における近代的定位の根源』  

第五章：維新の対位法 

 

 

〈近代本論第二十三回：キーワードと年表〉 

 

１．年表 

 

１７９２ ロシア遣日使節アダム・ラクスマン根室に来航 

１８０２ 勝小吉誕生（～１８５０） 

１８０４ ニコライ・レザノフ長崎来航 

１８０７ アメリカのハドソン川にて、外輪式蒸気船クラーモント号の進水式成功（商

用蒸気船の本格化） 

１８０８ イギリス軍艦フェートン号、長崎出島に侵入（フェートン号事件） 

１８１５ 勝小吉江戸出奔、乞食をしながらお伊勢参り  

１８２２ 勝小吉再び江戸出奔、剣術を教えながら諸国を回る 

１８２３ 勝麟太郎（海舟）誕生（～１８９９） 

１８２５ 異国船打払令 

１８２５ 岩倉具視誕生（～１８８３） 

１８２８ 西郷隆盛誕生（～１８７７） 

１８３３ 桂小五郎（木戸孝允）誕生（～１８７７ 

１８３９ 〈蛮社の獄〉  

１８４０～４２ アヘン戦争（→南京条約） 

１８４１ 田中正造（～１９１３）下野国阿蘇郡小中村の名主の家に生まれた。彼も若

くして名主を継いでいる。小中村は〈高家〉（儀礼関係に職能化した格式の

ある）の旗本六角家に属していた 

１８４１ 伊藤博文誕生（～１９０９） 

１８４３頃 『夢酔独言』 

１８４５ 勝海舟、蘭学の修業を始める 

１８４９ 桂小五郎、吉田松陰の門下生となる 

１８５０ 勝海舟、私塾を開き蘭書を講じる 

１８５０ お由羅騒動（島津久光派 ⇔ 島津斉彬派） 

１８５１ 島津斉彬（１８０９～５８）薩摩藩襲封
しゅうほう

 

１８５２ 桂小五郎 剣道修業のため江戸留学を藩に願い出て許される  

１８５３（１月）岩倉具視、関白家で歌道修業を開始（二十三歳） 

１８５３（７月８日）海軍提督マシュー・ペリー率いるアメリカ海軍東インド艦隊（二

隻の外輪式蒸気船、二隻の帆船）が浦賀に来航 

１８５４（２月１１日）ペリー再来航（蒸気船三隻、帆船三隻） 
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１８５４（３月３１日）日米和親条約（神奈川条約）締結、６月、下田条約（和親条約

の細則）締結、下田、箱館（函館）の開港、鎖国の終焉 

１８５４（４月）西郷隆盛、島津斉彬の〈御庭方役〉（近習連絡役）となる 

１８５５（７月）勝海舟、長崎の海軍伝習所へ 

１８５６（６月２８日） アロー号事件 

１８５６（８月）タウンゼント・ハリス、アメリカ公使として下田に着任 

１８５６～６９ アロー戦争＝第二次アヘン戦争（→天津条約） 

１８５７（八月）老中首座阿部正弘急死、堀田正睦老中首座に、条約勅許運動開始 

１８５７（１２月）ハリス江戸入府、江戸城登城 

１８５８（３月）堀田正睦の条約勅許使の入洛に際し、岩倉具視ら公家は集団で参内し

て勅許の不許可を求めた（〈廷臣八十八卿列参事件〉） 

１８５８（６月１９日）日米修好通商条約締結 

１８５８（７月１０日）日蘭修好通商条約 

１８５８（７月１１日）日露修好通商条約 

１８５８（７月１８日）日英修好通商条約 

１８５８（９月３日）日仏修好通商条約、以上〈安政五カ国条約〉 

１８５８～５９ 安政の大獄（吉田松陰、橋本左内他斬罪刑死） 

１８５８（１１月）西郷隆盛、尊皇志士の僧月照と入水自殺をはかる 

１８５９～６２ 西郷隆盛、奄美大島へ流罪 

１８６０ 日本の蒸気船軍艦咸臨丸渡米（勝海舟、福沢諭吉） 

１８６０ 桜田門外の変 

１８６１（１１月）和宮降嫁（孝明天皇異母妹） 

１８６２（４月）島津久光上洛 

１８６２（５月２１日）寺田屋事件  

１８６２～１８６４ 西郷の二度目の流刑 

１８６２（９月）生麦事件 

１８６３（５月）伊藤博文、井上聞多（馨）ら、英国留学（〈長州五傑〉）二人は翌年三

月、下関戦争仲介のため急遽帰国した 

１８６３（８月）薩英戦争 

１８６３（８月１８日）〈八月十八日の政変〉 攘夷委任派（幕府、薩摩）の勝利、攘

夷親征派（長州、急進公家）の敗北 → 七卿落ち 

１８６３～６４ 下関戦争（馬関戦争） 

１８６４（３月）西郷の赦免召還 

１８６４（６月５日）池田屋事件  

１８６４（７月１８日）禁門の変（蛤御門の変） 

１８６４（９月）大坂にて勝と西郷の対談（初対面） 

１８６４（７月～１１月）第一次長州征伐（西郷隆盛、征長軍参謀に任ぜられる） 

１８６６（１月２２日）薩長同盟成立 

１８６６ 第二次長州征伐 幕府軍の敗北（⇔奇兵隊の活躍） 
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１８６７～６８ 田中正造、〈六角家払奸闘争〉を指導、名主の自治権を奪おうとする

側用人との闘争だった。拷問され投獄されるが、闘争には勝利した。しかし

家産を傾けての義民的闘争だったため、無一文となる 

１８６７（５月２１日）倒幕を目指す薩土密約成立 

１８６７（６月２２日）薩土盟約成立 

１８６７（１０月）大政奉還 

１８６７（１２月９日）王政復古 

１８６８（１月）鳥羽伏見の戦い 

１８６８～６９ 戊辰戦争 

１８６８（３月）江戸城無血開城（勝、西郷、山岡鉄舟） 

１８６８（３月）五箇条の誓文 

１８６９（５月）箱館戦争、五稜郭落城 

１８６９（６月）版籍奉還 

１８７０～７４ 田中正造、新政府の地方官吏として疑獄事件に巻き込まれ投獄、再び

拷問を受けた 

１８７０（６月）神田孝平〈田租改正建議〉提出 → 地租改正原案 

１８７０～７２ 〈四民平等〉の基本政策実施 

１８７０～７１ 普仏戦争 → ドイツ帝国成立（７１年１月） 

１８７１（８月）廃藩置県  

１８７１（１１月１２日）岩倉使節団（米欧回覧使節団）出発 

１８７３（６月）使節団、ウィーン万博を参観 

１８７３（７月）地租改正 

１８７３（７月）森有礼帰国、同年秋に明六社結成、西周、福沢諭吉等の参加 

１８７３（９月１３日）岩倉使節団帰国 

１８７３（１０月）征韓派の敗北 

１８７４（１月）民撰議院設立建白書 

１８７４（２月～３月）佐賀の乱、江藤新平処刑（４月） 

１８７４（５月）台湾出兵、木戸、出兵に抗議して参議を辞職 

１８７５（２月）大阪会議 → 板垣、木戸の政府復帰、立憲政体漸立の合意 

１８７５（４月）漸次立憲政体確立の詔勅（立憲の最初の宣言） 

１８７５（６月）讒謗律、新聞紙条例 

１８７５（１０月）板垣参議を辞職、木戸も政府を去る、大阪会議合意の破綻 

１８７６（８月）秩禄処分 

１８７７ 西南戦争 

１８７８ 田中正造、栃木県区会議員として政治活動を開始する 

 

２．明治の〈義民〉としての田中正造 → 〈義〉のエートス構造 

  → 〈義〉は東洋的公人の根底をなすエートスである 

  → 原義は民衆救済のための自己犠牲（犠牲の正しさを護ること＝義）である 
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  → シャーマニズム共同体におけるシャーマンと民の関係が原型 

  → 〈義の人〉は原初的専制（三代専制）と弁証法的関係に入った 

  → 〈義〉の民衆救済性は〈天命〉を受けた統治者（天子）に対する〈大義〉へと

換骨奪胎されイデオロギー化されて儒教的専制に組み込まれた 

  → 幕末の〈大義名分〉を造形した水戸学はその日本における顕れである 

  → しかし〈志士〉たちの〈義〉は統一国家造形への大同団結へと偏差した 

  → そこにおいては〈草莽の救済〉の倍音によって、原義としての〈義〉への復帰

が見られた（松蔭における自己犠牲理念、西郷の〈敬天愛人〉における〈義〉） 

  → 〈一揆同心〉の焦点であった中世的義民の系譜は、百姓一揆の主導者たちに継

承されていた 

  → 名主義民としての田中正造は、幕末維新期に〈払奸闘争〉を主導した 

  → 〈義〉における〈志士〉と〈義民〉の交錯 

 

３．民衆救済の焦点としての〈義民〉の系譜 

  → 社会再編の混乱時に生まれる〈困窮する民〉 

  → 記紀の古層に登場する村落集団を率いるシャーマンたち、巫女たち 

  → 縄文的共同体の弥生的再編に寄与（ → 郡司、開発領主としての武士団へ） 

  → 帰化人集団の統率者たち → 名僧行基の背景 

  → 古代においては名僧、中世においては〈聖〉が民衆救済の焦点となった 

    （行基、空海、空也、一遍上人の系譜 → 一向一揆へ） 

  → 中世に〈一揆集団〉が常態化し、〈義民〉の定型が定着する 

  → 大陸での王朝交代期における農民反乱の主導者たち（墨家的義民の系譜） 

  → 幕藩体制における農民一揆に継承 

  → 義民名主としての田中正造の背景 

 

４．田中正造（１８４１～１９１３）が残したもの 

  → 帝国主義期の文明弊害 ＝ 足尾銅山鉱毒事件 

  → 無一文で死んだ彼の所持品には、帝国憲法と聖書が含まれていた 

  → 〈安蘇の馬鹿〉（「大馬鹿」であった西郷） ⇔ 〈安蘇の今仏〉 

  → 明治的定位における正造の特異性、示準性 

  → 明治の義民が残した大きな社会活動の記憶  

  → 戦後の公害運動の先駆型 

  → 勝海舟の銅山事件批判 → 田中正造礼賛（引用１） 

  → 江戸的民本性の、明治における衰退 

＝ 文明的専制の弊害 ＝近代文明に内在する本質的病理 

 

引用１ 
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〈鉱毒事件は、直ちに停止のほかない。今になってその処置法を講究するのは姑息だ。

先ず正論によって撃ち破り、前政府の非を改め、その大綱を正し、しかして後にこそ、そ

の処分法を議すべきである。……先達って、大蔵の目貨田が来た時に、あれは（※鉱毒事

件は）どうしましょうと言うから、今となってはどうなるものかと言った。しかし、田中

は大丈夫の男で、アレは善い奴じゃと言うだけは言って置いた。…… 

旧幕は、野蛮だと言うなら、それで宜しい。伊藤さんや、陸奥さんは、文明の骨頂だと

言うじゃないか。文明というのは、よく理を考えて、民の害とならぬ事をするのではない

か。それだから、文明流になさいと言うのだ。〉（『海舟座談』、同上、１７５ｐｆ） 

 

５．文明的専制の登場 ＝ 帝国主義の登場 → 本質的な反・民本性 

  → 勝は江戸名奉行的民本精神から、この病理を批判した 

  → 病理の解明は幸徳たちの世代にまかされた 

    （『廿世紀之怪物帝国主義』１９０１年初版） 

 

６．田中正造は義民として三つの専制に対峙した 

  → ① 封建的専制 → 〈六角家払奸闘争〉 

      → 名主義民として六角家の側用人の重税賦役に対抗、投獄、拷問される 

  → ② 有司専制 

→ １．殺人疑獄事件 

      → 地方官吏として上司殺害の疑いをかけられ、投獄、拷問される 

→ ２．対三島通庸闘争 

→ 県会議員として、県令三島の興した大規模土木工事の不当さを訴え、

投獄される 

   → ③ 文明専制 ＝ 帝国主義専制 

       → 足尾銅山鉱毒事件（１８９１年に最初の議会質問） 

       → １９００年 川俣事件（陳情団を警官隊が押さえようとして衝突） 

       → １９０１年 明治天皇への直訴事件 

 

７．民権 ⇔ 日常的専制 ＝ 〈官尊民卑〉に対する啓蒙的闘争  

  → ① 役人の無礼に怒り、膳に背を向けてすわる（引用２） 

  → ② 三島通庸に懐柔された議員たちを「馬鹿」と罵る（引用３） 

  → ③ 川俣事件公判でおおあくびをしてみせる 

      （重禁固四十日の獄中で聖書を読んだ → 木下尚江） 

  → 身体所作に外化される民権意識 

  → 専制の全体支配（思想、内面、人格支配）に対する平明な抵抗 

  → ④ 役所での平民の呼び捨てを止めさせる 

  → 「娼妓、芸子がきたらどうするのか」 

  → 「彼女たちが払う税金で君たちは昼の弁当を食べている（！）」（引用４） 

  → エクセントリックな、しかし本質的な指摘 
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  → 絶対主義下における「等族」の連帯意識は、「納税」の連帯意識だった 

 

引用２ 

 

〈栃木県大参事藤川為親県令に進み、三月議員を饗応す（※この明治十四年当時、正造

は栃木県県会議員だった）。予其席の無礼なるを怒り尻を膳に向けて坐す。県令之を恥ず。

官尊民卑の弊これが為に幾分か改めり〉（『田中正造昔話』、９６ｐ） 

 

引用３ 

 

〈県庁（※宇都宮に三島が建設することになる新県庁）の地祭あり、三島置酒して之を

賑
にぎ

はし、無心の輩（※三島の懐柔策に気がつかない議員たち）続々として往
ゆ

く、予独
ひとり

病

と称して辞して背後の高丘
こうきゅう

に登り予が友人及
および

二男一女と冷酒を汲んで眼下の大会を睥睨

し、干烏賊
す る め

を嚙
かん

で大声『馬鹿』と罵る、眼下の大衆また之に応じて喧々囂々、上下相罵て

終に視線の集る所となる、予が所為
し ょ い

或
あるひ

は児戯たるの誹
そしり

を免かれざらんも、当時人心腐敗

の間に立
たつ

て其防剤
ぼうざい

を配施
は い し

する亦已
や

むを得ざるに出
い

でしなり〉（同上、１０３ｐ） 

 

引用４ 

 

〈芸娼妓の税を以
もって

、郡吏及
および

小使等は其弁当を食せり。其芸娼妓を呼び呼捨てにするハ

無礼なり。もし呼捨てニせんとなら、郡吏を止むニしかず、又人民の権利を重んずるの政

府の御役人にして、人民を軽蔑するハ、抑
そもそ

も謂
いは

れなしと、堅く取って動かず。終
つひ

ニ芸娼

妓と雖
いへど

も殿付けニ呼
よび

込む事ニ実行せしめたり。〉（『奇談漫筆』、２５７ｐ） 

 

８．外化された専制 ＝ 裁判、刑罰の恣意性 

  → 正造は三つの専制との対峙において、四回投獄された 

  → その最初の二回では、拷問され、生命も危ぶまれた 

  → 封建的専制と明治初年度の有司専制の連続性を示す事実 

 

９．西郷と勝の封建刑制批判 

  → 西郷も封建専制を二度の遠島、入牢でつぶさに体験した 

  → 裁判、監獄制度に関しては、西洋の「文明」を手放しで礼賛している（引用５） 

  → 収監が懲罰ではなく懲戒
．
であるところに、「文明」を見た 

    ⇔ 「聖人の治」は「忠孝仁愛」を眼目としていたはずなのに、こうした顧慮

が一切見られないことに西郷は気がついた（専制制度と儒教イデオロギー

の融合） 

  → 勝海舟も江戸期の刑制には批判的だった 

  → 戊辰戦争が始まる頃、江戸奉行所の入監者をすべて解放してしまった 

  → 裁判の恣意性、冤罪の多さを実感していたため 
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  → それに加えて、犯罪人の中にも「傑物」がいることを知っていた（引用６） 

  → しかし娑婆でひょっと政治家になったら、「たいそうな悪事」をやらかしたか

もしれない（引用７） 

  → 〈下情を知る名奉行〉の感慨 

  → 大岡越前以来の〈獄中死〉の定向的増大  

 

引用５ 

 

〈西洋の刑法は専ら懲戒を主として苛酷を戒め、人を善良に導くに注意深し。故に囚獄

中の罪人をも、如何にも緩るやかにして鑒戒
かんかい

（※いましめ）となる可き書籍を與
あた

へ、事に

因りては親族朋友の面会をも許すと聞けり。〉（『西郷南洲遺訓』、９ｐ） 

 

引用６ 

 

〈すべて、こんなやつは、皆生まれつきなので、適宜に教育でもしたなら、それはえら

いものになったであろうに、惜しいことには卑賤の身分に生まれ、生涯衣食に追われて十

分に腕をのばすことができなかったのだ。〉（『氷川清話』、１２５ｐ） 

 

引用７ 

〈しかしそれがため国家とか政治とかいう小理屈を並べながら、たいそうな悪事をやら

なかったのは、世間のためにはかえって幸いだったかもしれないよ。とにかくおれも彼ら

にはかなわない。〉（同上） 

 

１０．幕藩刑制の過酷さは、経済蔑視、集権的封建のハイブリッド性によって加速 

  ⇔ 初期封建刑制における〈温情〉の政治的意義 

  → これを正確に理解したのは頼朝だった（『吾妻鏡』、『曽我物語』等） 

  → そこでは恣意的な領主刑制権が、はっきりと制限、一元化に向かっている 

  → 戦国大名の領主権の強化においても、この趨勢は顕在化した 

  → それはプロト・絶対主義における王権による裁判権、刑罰権の独占とパラレル

の現象である 

  → この過程を江戸幕藩体制は停止し、化石化した 

  → 曖昧な形の領主刑罰権が認められ、封建的恣意性が増殖していった 

  → 幕府は、監視はしたが、一元化には動かなかった 

  → したがって各藩、また各地方（代官の恣意性）による激しいばらつきが生じた  

  → これに加え、貨幣経済を蔑視抑圧する農本イデオロギーの〈倹約⇔奢侈〉の観

念的二項対立が、民衆の生活を様々に規制した（恣意的経済犯罪規定） 

  → 幕末の刑制の乱れは、大規模盗賊団、極悪累犯の出現に象徴されている 

  → 長谷川平蔵（鬼平）の有名な二つの逮捕劇 
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    ① 神道徳次郎一味 → 移動時には〈公儀〉の急用を装って、正装し、駕籠

に乗り、堂々と関所を通っていた 

    ② 葵小僧 → 町家の押し入りの際に、与力を装い、徳川の葵の御紋をふり

かざした 

  → 制度の権威アイテムを裏社会が使いこなす ＝ 犯罪の弁証法 

  → 平蔵は矯正刑のシステムを〈人足寄場〉で実現した 

  → しかし曖昧な領主裁判権の恣意性という根本の問題は残った 

 

１１．田中正造の専制刑制体験 → 二度の入牢、拷問 

  → ① 〈六角家払奸闘争〉に際し、三尺四方（一メートル四方）の牢屋に閉じ込

められ、拷問を受けた 

→ 正式の裁判の前に毒殺されることを恐れ、差し入れの鰹節一本で一ヶ月露命を

つないだ 

  → ② 地方での冤罪事件 

→ 拷問（算盤責）を受け、冤罪の自白を迫られた 

→ 冬期、凍死者も出る雑居牢で〈牢名主〉から身ぐるみはがれたが、危ないとこ

ろで差し入れの衣類が届き、九死に一生を得た 

→ 維新後の新政府であるにもかかわらず、裁判担当の官吏は江戸期の酷吏、悪奉

行そのものだった（専制の連続性） 

→ はっきりとした判決も出ないままに三年が過ぎたが、中途で〈監獄則〉が発布

され、待遇は改善された（官僚制的法治の開始） 

 

１２．田中正造のエートス形成 → 義民名主のルーツ 

  → 下野国（栃木）安蘇郡小中村、名主の子に生まれる（１８４１年） 

  → 領主は高家の六角家（小名だが格式は高い） 

  → 父富蔵は名主をたばねる〈蔵元〉（郡長）の役に進んだ 

  → 六角家の家政を整理し、余剰を準備金とした（ミニアチュア版の藩政改革） 

  → この準備金を側用人が狙った → お家騒動の元凶に 

  → 正造の家は、江戸後期の新興地主に類似する社会的上昇を遂げている 

  → 進取の気性に富み商品作物を介して、貨幣経済に積極的に関わる階層 

→ 正造自身も少年時代にすでに商品作物を工夫して育てた   

  （松苗、桑苗の植樹等） → 桑は地方殖産的な意図もこめられていた 

→ 十九歳で名主をつぐと（父は割元に進む）、〈藍玉〉栽培を目指し、村老たちに

家政一般、商業のてほどきを受ける 

→ 藍玉で成功し、それを〈払奸闘争〉の資金につぎこんだ 

→ その当時の〈日課〉記録は、新興地主的上昇の土台をなす、合理化された勤労

意欲を示している（引用８） 

→ 貨幣経済的な尺度（「農業の利潤はきわめて薄い」ことから藍玉の比重が大き

くなる） 
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→ 名主は苗字帯刀を許されたから、正造は一身に士農工商を兼ねたような趣があ

った 

→ 義民的階級縦断性の生活史的前提 

→ 〈一揆同心〉も浮遊層を名義上の代表人とすることが定型となっていた（いざ

という時に姿をくらましやすい等） 

 

引用８ 

 

〈朝飯前必ず草一荷
か

を苅る事 

 朝飯後には藍ねせ小屋に入り凡そ二時間商用に従ふ事 

 右終わり寺入りせる数十の小児に手習読書を授くる事 

 夕飯後また藍ねせ小屋を見廻り夜に入り某寺院に至り朋友と燈火に会して漢籍の温

習（※復習）を為す事 

 又耕耘は常の事にて公務（※名主としての仕事）は自宅にて取扱ふを例とせり〉 

（『田中正造昔話』同上、９ｐ） 

 

１３．封建的閉塞状況からの脱出願望 → 僧門での出世を夢見る 

  → 仏門に憧れたのではなく、封建制で可能な「上昇」の願望だった（引用９） 

  → 実際に寺の住職は、村名主より「格式」が高く、したがってまたつねに「お家」

寄りの保守派だった（〈払奸闘争〉で浮かび上がる細部） 

  → 福沢百助が諭吉を仏門に入れようとしたのも、その「上昇」の可能性からだっ

た（本章第四節） 

  → 「僧には美顔を要す」（！）の一言であきらめる 

 

引用９ 

 

〈十八九歳の時僧の高尚なる意味を知らず、妄りに僧とならんとせしは真理より出でた

るにあらず、外形上藩閥封建の余弊下の人は人の上に出づる事能はざるより、名誉心ぼつ

ぼつとして僧となり僧正たらんとせしは野心の僧を好めるのみ。〉（田中正造『回想断片』、

２７１ｐ） 

 

１４．義民としての成長は、〈村の評判〉を気にすることから始まった 

  → 正造は名主であり、商業にもかかわり、多くの人間と交わったが、基本的には

孤独であり、孤立していた（義民的孤立） 

  → 正造の社会性は、交友からではなく、〈評判〉（評判を気にすること）によって

育っていった（引用１０） 

  → 〈世論〉の大切さを学んだ（引用１１） 

    ＝ 義民的公共精神と民権的世論の融合 
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引用１０ 

 

〈予は面
ま

のあたり罵詈悪口を加
くわへ

らるる分に於ては、左迄意とせざるも、間接の悪評即

ち『評判が悪い』との一言にして 苟
いやしく

も我
わが

身上に繋
かかは

るものある時は、俯仰煩悶衷心
ちうしん

安むず

る能はず。如何にもして悪評判に打勝つ程の事を仕出かし、以て名誉を恢復せずむば止ま

じとの強意地は早や既に幼時よりの固有性とやいはむか、 ……〉（『田中正造昔話』同上、

５ｐｆ） 

 

引用１１ 

 

〈思ふに今や（※この回想録は１８９５年に新聞掲載された）予が天下に處して輿論に

降伏するの性亦既に此時に萌せしものとなす非耶
か

。〉（同上、６ｐ） 

 

１５．義民の〈農民等族〉的エートス 

  → 正造が気にした〈評判〉の基体 

  → 〈隣近所〉と〈村の者〉 

  → 親戚親族と全村の農民 

  → 正造は被差別民とも親しくつきあった 

  → 服飾の自由化を試みた（引用１２） 

  → 〈士農工商〉の階層内部での分断、細断が農村でも進行していたことの証し 

    （士族の〈門閥〉に照応 → 福沢） 

  → 中世からの惣村内部はやはり封建的支配構造を持っていた 

  → 義民は〈全村〉を通じて、〈一揆同心〉をめざす 

  → 江戸期を通じて見られる百姓一揆の力学 

  → それを正造は〈四民平等〉の方向へと拡大した（被差別民の包含等） 

  → この公民的エートスには史的な淵源がある ＝ 中世一揆 

 

引用１２ 

 

〈村俗家柄を重むじて、百儀おのづから制限あり、小民にして身分に過ぐるの衣服を着

する時は郷党
きょうとう

の為めにいたく排斥せらる、予や之を不当の制となし、自ら名主の倅たる

権勢を利用して、此等小民にも随意の衣服を着用することを説きたり。〉（同上、７ｐ） 

 

１６．〈等族〉の萌芽型としての中世一揆 

  → 〈一揆〉の原義は共に謀ること、団結することである 

  → 最初に前期封建制の武士たちの団結を表す言葉として登場した（『太平記』等） 

  → それは惣領制武士団の中では、特に地域性、あるいは主義による団結に傾斜し

た（一円支配 → 戦国大名とは逆の平準性、団結力） 

  → 生活共同体の理念が介在している 
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  → 〈一揆同心〉の公共性は中世期に成立し、拡充していった 

  → それは社会階層に応じた集団化と、〈一揆〉すべてに通じる基軸を持っていた 

  → 国人一揆、一向一揆、馬借一揆等 

  → 階層、宗教、職能に応じた集団の形成 ＝ 封建内部での近世的集団形成 

  → それが近世的なのは、集団内部の平準化の原理が伸張するからである 

  → しかし絶対的王権の不在、集権過程の完成形の不在によって、それは萌芽型に

とどまった（弁証法は対立項によって規定された運動である） 

 

１７．中世的一揆は幕藩的集権と共に終焉した 

→ 封建支配は一円支配（戦国大名支配）に向かう時、士族内部でも〈門閥〉の上

下関係を産みはじめていた 

  → 集権化に向かう戦国大名は、一揆集団を体制内の他者として激しく憎悪し、抑

圧した（信長と叡山、家康と一向一揆の関係等） 

  → 中世的一揆は幕藩的集権と共に終わった 

  → 江戸期には農民一揆だけが残った 

  → その原因は外的なもの、内的なものがあった 

① 幕藩の農本の力学からして、農民に対する苛斂誅求が常態化した 

② 中世的村落は惣村として成立する時、村落内部の上下支配と、村落相互の

平等性、平準性の原理を自己矛盾的に内在させていた 

→ この平等的村落の連絡役が〈義民〉として成長していった 

→ 隠れた共同性の系譜 

（このマクロ系譜の構造化の実体は、いまだに歴史に隠されている → 今後

の研究が望まれる分野 → 左右のイデオロギーを離れた客観的中世史） 

 

１８．中世的一揆集団は等族的社会規範を内在させていた 

  → その社会規範は生活規範であり、その意味で世俗的である 

  → 中世初期の宗教集団と宗教一揆（一向一揆、石山本願寺）との差異 

  → 超越的規範 ⇔ 生活規範 

  → それはすでに近世的〈等族〉の方向への進化を始めていた 

  → それは封建制が〈一円支配〉へと向かう時、弁証法的関係に入る 

  → 本来の社会進化は、封建制が王権へと向かうならば、〈等族〉の平準性を制度

原理に組み込む方向へと向かった 

  → 信長の楽市楽座、秀吉、家康と堺の関係等 

  → しかし日本封建制の集権化には、〈等族〉の平準制を忌避するイデオロギー原

理が懐胎し、伸張した 

  → 一揆（平準性、エートス規範性） ⇔ 封建的集権（上下秩序、支配の実利） 

 

１９．封建的主従情念の変容 

  → 封建制は初期においては充実したエートス集団を生んだ 
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  → その中核には古代的制度崩壊期において発生した主従情念の紐帯があった 

    （前野『中世的修羅と死生の弁証法』） 

  → 封建集団の肥大、複雑化につれ、このエートスは弛緩し、イデオロギー化が進

んだ 

  → エートス的紐帯（内面的紐帯）にかわって、外面的〈格式〉（有職故実）のデ

コーラムが増殖していった 

  → 江戸がその過程を門閥と格式として完成した 

  → 主従情念は準国教的儒教の〈忠孝〉イデオロギーに形骸化された 

  → 『葉隠』のニヒリズム 

 

２０．中世的一揆は封建期固有の現象だが、その規範原理はすでに近世的である 

  → 中世的一揆はその平準性と規範性において、規範性を形骸化しつつ階層秩序を

肥大させていった封建的支配の対極にあった 

  → それは封建的農本支配に対して、当初から貨幣経済に親近性を示した 

  → それは〈等族〉集団の萌芽であり、もし封建的集権が全国規模の王権によって

完成されれば、その絶対的王権と弁証法的関係に入り、近世的社会進化のダイ

ナミズムの基体となるべき集団だった 

  → 江戸幕藩体制の化石性、農本性、一揆抑圧がこの過程を停止し、解体した 

  → 農民一揆と、一揆の連絡役としての〈義民〉だけが残った 

 

２１．〈義民〉エートスの幕末維新的展開 → 等族エートスの国民エートス化 

  → この〈義民〉のエートスが、幕末維新の動乱期において、田中正造の〈払奸〉

活動を支えた 

  → それは民権的〈等族〉、つまり地主民権へと流れ込むことになる 

  → 西郷の〈士族等族〉とパラレルの現象が確認できる 

  → 〈等族〉は社会規範集団であるから、その中核には規範のカリスマを誕生させ

る構造因を有している 

  → 士族カリスマ（→国民カリスマ）としての西郷、農民カリスマ（→国民カリス

マ）としての正造 

  → 等族カリスマが国民カリスマへと自己進化するのは、立憲と議会によってであ

る（国民は等族の立憲における後継者である） 

  → 田中正造における〈等族〉エートス（＝名主義民エートス）の成立と展開、変

容を検証することは、日本近代の憲政史の内実を解明するために、基底的、規

範的な意味を持つ 

 

２２．〈六角家払奸闘争〉の特異性 

   → 〈一揆同心〉は、六角家の側用人の排除、側用人が擁立した「暗君」＝幼君

を成人した一族の一人に替えてほしいという、非常に直裁な目標を持ってい

た 



 

 13

   → その方法はしかし、一族への〈願訴〉という、江戸期の定型に則っていた 

   → 一揆騒擾は実際には起きずにすんだ（一度だけそれに接近した） 

   → 決着は明治初年度に、残っていた幕府の奉行制度が働き（六角家は高家旗本

のため、司法の二元性が藩よりは弱かった）、ほとんどの要求が通った 

   → しかし正造は一揆代表として生死の淵をさまよい、勝訴後は無一文となって

酒屋の番頭から再出発した 

 

２３．〈払奸闘争〉の概観 

  → ① 正造の父富蔵が領主の財務管理に成功し、五千両の余剰準備金が蓄えられ

たことが、負の出発点となる 

    ② 用人はこの金を手に入れるため、まず幼君を跡取りとして擁立し、〈格式〉

に見合った領主屋敷を建て直そうとする（大規模賦役、土木には賄賂が見込

めるため → 三島通庸の大規模土木の裏でも大量の〈黒い金〉が動いてい

た） 

    ③ 富蔵は大反対し、彼に財務整理の恩義を感じていた当主も、それに賛成し

てひとまず屋敷の建て替えは沙汰止みとなる。大和で神武天皇陵ではない

かという古墳が発見され（国学者の推定が〈実証〉され）、高家である六

角家は朝廷関係の儀礼も取り持っていたので（吉良上野と同じ）視察に富

蔵を連れてでかけた 

    ④ 富蔵の留守を好機とみた用人は、それまで民選（互選）だった名主制度を、

〈官選〉つまり領主選定にしようとした。これは名主登用の慣習を全否定

するものであるため、地元の猛反発をまねいた。これが〈払奸〉の原点と

なる（正造はこの名主互選制度が日本全国一律であるかのように記録して

いるが、そうではないかもしれない）（引用１３）。 

    ⑤ 穏健派だった当主が急逝し、幼君が襲封、用人の権力は絶大となった。名

主割元の〈官選〉が強制されかけた時、それに反対する〈正義派〉が正造

父子を中心に結成され、近隣の中農、豪農の七百人以上が〈連判〉した（→

〈一揆同心〉の成立） 

    ⑥ 幕末維新との連動 → 西郷が裏で糸を引いた勤王派の〈出流山挙兵〉 

→ 正造が学んだ漢学塾の関係者が参加 → 〈正義派〉も勤王派ではな

いかと疑われた → 関東での勤王派は〈謀反人〉を意味した 

    ⑦ 勤王派の人脈は実際に〈正義派〉に浸透していた → 正造自身、水戸の

天狗党残党への嘆訴を予定している → 戊辰戦争で断念 → しかし

これは〈正義派〉における国学、水戸学への傾斜は意味していない（苦し

紛れの方策に近かった） 

    ⑧ 領主一族への願訴は成功し始めたが、明治が始まると六角家は〈本領安堵〉

されてしまった → 願訴人は投獄され、正造も命の危険に曝された 

    ⑨ 幕府の裁判権が持続していたことが最後の逆転を可能にした → 比較

的公正な吟味役が裁判を行い、用人は敗訴し、〈正義派〉の要求はすべて
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通った → 願訴人たちの処罰は、もっとも軽い〈村払い〉（郷里からの

追放）で済んだ 

    ⑩ しかし〈正義派〉は資金を使い果たし、借金の山を抱えて一家離散するも

のもあった → 正造も高利貸しからの借財のみが残った 

    ⑪ 地元の金貸しも義侠心を発揮し、正造たちの田畑を高値で買い取って助け

た。正造は両親への養老手当を残して、利息はすべて払うことができた（元

金も後に白紙化してくれた） → 正造は〈自立の道〉はきわどく確保する

ことができた 

 

引用１３ 

 

〈六角家の領分は下野の国安蘇足利二郡の内七ヶ村と武蔵の国の内一ヶ村とにして、領

内に於ける名主登用の法おのづから自治の態をなして因襲の（※これはニュートラルな習

俗の意）久しき終
つひ

に動かすべからざるの好慣例を形造れり。〉（同上、１３ｐ） 

 

 

２４．〈払奸闘争〉の成功は、幕末維新の動乱期と連動していた 

  → 全面勝訴と願訴人たちの軽い処罰は、江戸の常識では考えられない 

  → 正造自身、そこに僥倖を感じていた 

  → 終わってみると、〈天下の大勢は一変〉して、深い脱力感が残った（引用１４） 

  → 正造は〈奇跡的に生き延びた義民〉として、明治の現実と対峙することになる 

  → 江戸的義民の明治的民権家への成長 

 

引用１４ 

 

〈顧みて、当時の事を懐ふ、実に暗中の飛躍、痴児狂態を 逞
たくまし

ふしたる感なき能はず、

廿一歳の少年が身分卑しく、 交
まじはり

少なく且
かつ

天下の大勢に通ぜずして、区区の微衷
びちゅう

、自ら此

小事件を以て畢生の大業なりと確信し、前後五年の間、左右を顧みずして直進し終
つい

に其目

的は達したるにもせよ、獄を出でて見れば早
は

や既に天下の大勢一新して、予が今迄歩み来

りたる軌道亦夢の如くに消え失せぬ、……〉（同上、４９ｐ） 

 

２５．幕末義民と、志士的ネットワークの関係（剣道場と私塾） 

  → 名字帯刀（苗字帯刀）であった名主の正造は、〈剣道場〉に通える位置にいた

がそうしなかった 

  → 剣に内在する平準性は、中世的な〈死生の弁証法〉（前野）に遡行するが、そ

れは主従情念の中核部の定位力学である 

  → 義民的定位の基体をなす〈一揆同心〉は、中世後期（部分的に封建前期とだぶ

る）の現象であり、その社会規範は現世的、平準的であり、主従情念とは無縁

だった 
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  → したがって正造もまた、〈剣〉の定位性には関心を示さなかった 

  → 私塾のネットワークは、正造においても漢学の初歩的素養の習得に役立った 

  → その人脈も〈出流山挙兵〉に見られるように、ある程度幕末維新の志士ネット

ワークと連結されていた 

  → しかし正造は幕末のイデオロギーにはほとんど関心を示さない 

  → 私塾ネットワークが機能したのも、〈払奸〉闘争後に無一文となった彼の生計

プランにおいてだった 

→ 東京に出て、住み込みの書生をしながら、漢学の続きを学び、やがて地方小吏

の口を得た 

→ この生活中心の私塾、漢学ネットワークの活用は、ある意味明治的であり、幕

末的ではない 

 

２６．義民から民権家への成長 

  → 疑獄事件で収監中、〈監獄則〉の制定によって待遇が改善された 

  → 中村敬宇の『西国立志編』の朗読でどもりを直す 

  → あわせて〈記憶法〉を学ぶ 

  → 演説の訓練をしていたのかもしれない 

  → 明治七年（民撰議院設立建白書の年）春に郷里に帰り、翌八年村会議員に選出 

  → 感激の余り斎戒して指名を受けた（引用１５） 

  → 「世論に対する責任」を感得 ＝ 義民の民権家への転生 

 

引用１５ 

 

〈正造明治七年町内の総代に選まれて今玆
ここ

県会に至るまで始終民権の主張者なり。民権

論者なりしを以て八年始めて村の総代として村会議員となるや、欣喜
き ん き

の余り沐浴して任を

受く。衆人大に之を笑ふ。併
しか

し余の沐浴して受任せるもの 徒
いたづら

に主義の貫徹せし 欣
よろこび

の状

のみにあらずして輿論に対するの責任を感得したるが為のみ。〉（『回想断片』同上、２９

５ｐｆ） 

 

２７．明治的自立 → 〈家政の憲法〉 

  → この頃の正造は酒屋の番頭をしており、福沢諭吉の新式簿記を使いながら、〈家

政憲法〉を定めて家計の独立に努めていた（引用１６） 

  → 借金の元金が残っていたため 

  → 獄中で呼んだ〈ウェリントン伝〉に借財の恐ろしさを書いたくだりがあり、そ

れに感銘を受けた結果   

  → 福沢の借金恐怖にも通じる感覚 → 借金 ＝ 自主独立の最大の阻害因 

  → 青年時の〈日課〉と比較すると、時代の推移がわかって面白い 

  → 商品作物の藍玉に熱中した彼は、これから貨幣経済に乗りだそうとしていた 
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  → 〈家政憲法〉で家計の健全化をはかる彼は、すでに明治初年度の高利資本の中

にいて、自立を保とうとしている 

  → 番頭を辞める際に、主人は退職金を与えた  

→ すぐに夜学を設立した（ねっからの公人性） 

 

引用１６ 

 

〈一、借債は食事所に貼附
て ん ぷ

して家内一同の記憶に存する事 

 一、向
むかふ

三カ年在来の雑品を利用い、容易に新規の物品を購入せざる事 

 一、日曜日には家内一同休息する事 

 一、新たなる事に付金銭の支出を要する事あらば家族一同の協議を経
ふ

べき事〉 

（『田中正造昔話』、同上、８８ｐ） 

 

２８．自由民権運動への参加 

  → 明治十年、西南戦争の年、彼は西郷に同情し、維新以来の開化が阻害されるこ

とをおそれた（西郷への同情は当時はタブーであった） 

  → 新政府が戦争資金捻出のため紙幣を増刷することを知る 

  → 戦争後の物価騰貴を予測し、手元の金をすべてつぎこんで周辺の田畑土地を買

い占めた 

  → 予測通りの騰貴が起こり、短期間に三千円の利を得て、父祖の財産を復活する

ことができた 

  → これを資金として、〈政治改良の事業に邁進する〉ことを決める 

  → 自分の決意を文書にして老父に示した（引用１７） 

  → 義民的〈天地〉の吐露（引用１８） 

  → 賛成してもらえるか危惧していた老父は、非常に歓び、ある禅師の狂歌を書い

て与えた（引用１９） 

  → 自由民権運動家田中正造の誕生 

 

引用１７ 

 

〈一、今より自己営利的新事業の為め精神を労せざる事 

 一、公共上の為め毎年百二十円（即ち一ヶ月僅々十円）づつ向三十五カ年間の運動に

消費する事（其予算は明治廿三年以来の競争にて破れたり）（※対三島通庸闘争

を指す） 

 一、養男女二人は相当の教育を輿へて他へ遣はす事（※すなわち家督を相続させな

い）〉（同上、９１ｐ） 

 

 

引用１８ 
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〈正造には四千万の同胞あり、其中二千万は父兄にして二千万は子弟なり、天は即ち我

が屋根地は即ち我が床なり〉（同上） 

 

引用１９ 

 

〈死んでから 佛になるはいらぬこと 

 生きているうち よき人となれ〉（同上） 

 

２９．〈義〉の原義 

  → 〈義〉の原義は公共の正義である 

  → 修身斉家治国平天下の正しさ、忠孝の正しさは、義から派生するもので、内在

的原理ではない 

  → 〈義〉の最古層には、〈犠牲〉の行為が表象されている 

  → 自己犠牲を行う義人の心象 

  → その義人の正しさは、修身、忠孝に外挿されるイデオロギー的〈大義〉よりは

るかに古く、真正である（エートス的な正義 ≠ イデオロギー的な大義名分） 

 

３０．〈民〉の原義 

  → 〈民〉の原義は征服された他集団の奴隷である 

  → 殷周以前の原初的強権において、人民を奴隷にする際、片目をつぶして徴表と

した 

  → 〈民〉とはしたがって、征服され、片目をつぶされ、奴隷となった他民族の意

味を原義とする 

  → 苛烈な〈原・家産国家〉は、この奴隷＝民を自集団の民衆に適用し、奴隷化し、

家産化（物化）した 

 

３１．〈義民〉の原義 

→ 〈義民〉とはしたがって、奴隷のような状態の民に、自己犠牲の精神をもって

向き合う義の人であり、彼自身もまた奴隷であった近い過去を持つ 

 

３２．〈義〉、〈民〉、〈義民〉の原義は、三つの専制に向き合い、民権を貫いた田中正造

の自己定位にぴたりと適合する 

  → 正造は基底的、示準的な意味での〈義民〉である 

 

３３．〈義民〉はイデオロギーではなく、古層のエートス規範である 

  → 正造は維新イデオロギーにはほぼ無縁だった 

  → 彼の〈義〉は、維新イデオロギーとの〈大義〉とはまったく別の自律性、構造

性、非・形而上性（生活倫理性）を保っている 
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  → イデオロギー的〈大義〉は、空虚なアンチノミーへの退行を本質としている 

  → 幕末の勤王⇔佐幕、攘夷⇔開国の二律背反その代表だった 

 

３４．義民の〈義〉が、形而上的アンチノミーに転落しない根拠は何か 

  → それは〈民〉との具体的、現実的な紐帯に支えられた、自律的エートスである 

  → 義民は民の一人として、正しい行いを示す 

  → 民は彼の〈義〉を長く記憶することで、規範集団としての（エートス集団とし

ての）求心性、輪郭を保ち続ける 

 

３５．義民と民を〈義〉によって結合する、エートス的紐帯がイデオロギー的〈大義〉

には本質的に欠如している 

  → 形而上的な大義、父子間、君臣間の義には、民の存在が捨象されている 

  → 大義そのものもまた、優位者が劣位者に強制する外的行為の形式（例えば礼制、

例えば有職故実）であって、そこには対等の集団においてのみ伸張するエート

スが本質的に欠如している 

  → この優位者の超越は、修身の淵源である〈聖人〉の超越性として、イデオロギ

ー的に完成される（儒教的〈聖人の治〉、儒教的〈道徳政治〉のイデオロギー） 

  → その〈修身源泉〉のシステム外の超越は、家産国家における主権者の超越を最

初にイデオロギー化したものである 

  → この主権者のシステムからの超越によって、システムの全体は形而上化する 

  → それは合理的な根拠を持たない 

 

３６．専制による原・疎外が、義民の義を生んだ 

  → 義民の〈義〉は、実体を持った、世界内的エートスである 

  → それは原・家産国家の酷薄な全体支配と全体的疎外に対抗して、半・奴隷的な

民が自ら嘱望し、自ら生み出したエートス焦点である 

  → この焦点は、世界外的〈聖人〉とは異なり、ちょうどその逆側の世界内的な、

具体的な〈人格〉に投影する 

  → この〈義〉の投影が、義民の正義のアウラ、カリスマ性の本源である 

 

３７．田中正造は東洋的義民のイデアを肉体化した存在である 

    → 正造と残りの二つの専制の対峙は、そのまま憲政史の基軸を形成する 

                     

            ．       （近代本論第二十三回キーワード終わり） 


